
富士見市公民館運営審議会議事録 

開 催 日 時 平成２６年３月２６日（水）午後７時～９時  

会   場 南畑公民館 会議室 

出 席 者 世羅陽一郎  井上星児  栗原利江   長堀善光  

秋元富美子  吉川英亨  萩元不二夫  是永国彦 

山本百合子  平井光夫  本間廣子   戸川榮一  尾形忠男 

（以上１３人） 

鶴瀬公民館長  南畑公民館長  水谷公民館長  水谷東公民館長 

鶴瀬公民館担当 （合計２０人） 

欠 席 者 天野豪雄  矢沢靖子 佐藤和秀 

会 議 次 第 別紙のとおり 

会 議 資 料 別紙のとおり 

会 議 録 確 認 長堀善光 委員 

公開・非公開 公開（傍聴人０人） 

会 議 内 容 

議長あいさつ 

鶴瀬公民館長あいさつ  

 

１．報告事項 

（１）平成２６年度教育行政方針について 

   鶴瀬公民館長より資料に基づき、公民館関連部分の説明 

 

（２）平成２６年度富士見市公民館予算概要について 

   各館長より説明 

 

委員：消費税が増額されても、事業によって増額されていないがどうか。 

館長：必要なものは増額されているが、謝礼等は消費税は関係ないため、増額されてい

ない。 

 

委員：アスベストの撤去等工事は終了しているのか。 

館長：関係している部分は終わっている。 

 

（３）平成２５年度事業報告について 

   資料に基づき館長から説明 

 

（４）その他 

その他①各地域公民館企画運営委員会の状況について 

 各館長から説明 

 

館長：鶴瀬公民館区未来づくり懇談会を２月に開催し、ららぽーと開発計画とそれに伴

う地域課題について、担当のまちづくり推進課から説明を受け、懇談をした。 

 



 

館長：南畑公民館企画運営委員会は平成２４年６月に第１回を行い、この３月に６回目

を開催した。これまでの中で、まずは地域の実情を知ることが必要だということ

から、公民館事業については公民館運営審議会の評価について、さらに公民館以

外の団体の活動はその実態についてなど、それぞれの情報を集め、共通認識を持

とうということになっている。今後は、これを受けて公民館において、何ができ

るか、何を行うかを協議していくことにしている状況である。 

 

館長：水谷公民館は、参加しやすいものということから、「水谷公民館井戸端会議」とい

う名称で３月末に２年ぶりに開催することにしている。館区エリアが広いことか

ら、今回は水谷小学校区に限定し、また防災に特化して開催する。安心安全課か

ら「首都直下型の大地震に備えて」のテーマでの話題提供後に、大人目線で見た

危険個所などを落としみこむマップ作りを行う予定。地域課題の掘り起しと考え

ている。 

 

館長：水谷東安心安全まちづくり協議会は、市で考えているまちづくり協議会と公民館

運営審議会からの答申による企画運営委員会をまとめたようなものである。小さ

くまとまった地域で、少子高齢化の地域。２年目を迎えたが、５つの部会に分か

れそれぞれで企画活動している。 

 

 

２．協議事項 

（１）平成２６年度富士見市公民館運営方針（案）について 

鶴瀬公民館長より資料に基づき説明 

 

委員：「地域」と「市民」のことばの使い分けについては、今後の検討としてほしい。 

 

  特に、異論がないことから、方針は了承される。 

 

（２）平成２５年度公民館事業評価について 

鶴瀬公民館長より、今年度の富士見の公民館の発行予定について説明。 

 

議長：事業評価は、各委員とも日程に合わせて実施をお願いする。 

 

 

 

 

次回会議 平成２６年５月２８日（水）午後７時から 水谷公民館 

 

閉会 世羅委員 

 

 


